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令和４年度 学校法人國學院大學栃木学園事業報告書

１ 法人の概要

（１）学校法人の沿革

昭和35年 4月 学校法人國學院大學（事務所 東京都渋谷区）は、栃木県知事の認可を得て

國學院大學栃木高等学校（全日制普通科 入学定員160人）を創設

昭和38年 3月 学校法人國學院大學栃木学園を設立し、高等学校の経営を学校法人國學院

大學から継承

昭和39年 3月 高等学校に全日制商業科（入学定員40人）を設置、普通科の入学定員を240

人に変更

昭和40年 3月 國學院大學栃木二杉幼稚園（総定員 200人）を設置

昭和41年 1月 國學院大學栃木短期大学（入学定員 国文科50人・家政科50人）を設置

昭和43年 2月 短期大学に初等教育科（入学定員 50人）を設置

昭和50年 3月 高等学校の普通科入学定員を500人・商業科入学定員を150人に変更

昭和50年12月 短期大学の国文科入学定員を100人・初等教育科入学定員を100人に変更

昭和58年 1月 短期大学の国文科入学定員を150人・家政科入学定員を100人・初等教育科入

学定員を150人に変更

昭和60年12月 短期大学に日本史学科（入学定員100人）を設置し、これを機に既設の科の名

称を国文学科・家政学科・初等教育学科に変更

平成元年 3月 高等学校の普通科入学定員を650人に変更

平成元年12月 短期大学に商学科（入学定員 150人）を設置、また初等教育学科入学定員を

100人変更

平成 3年 6月 高等学校の商業科を国際情報科に科名変更

平成 7年11月 國學院大學栃木中学校（入学定員 80人）を設置

平成13年 2月 幼稚園の収容定員200人を210人に変更

平成13年 7月 高等学校の収容定員を普通科1,800人、国際情報科480人に変更

平成13年12月 短期大学の収容定員を国文学科200人、商学科を200人に変更

平成20年12月 短期大学の商学科入学定員を６０人に変更

平成21年12月 短期大学の国文学科入学定員を80人・家政学科入学定員を70人・初等教育学科

入学定員を80人・日本史学科入学定員を70人に変更

平成23年 6月 短期大学既設の国文学科・家政学科・日本史学科・初等教育学科・商学科を

募集停止し、日本文化学科（定員200人）・人間教育学科（定員160人）を設置

平成24年 8月 高等学校国際情報科を募集停止し、普通科にグローバルコース(80名)を設置

することにより、普通科収容定員を2,040人に変更

平成25年11月 短期大学の日本文化学科の入学定員を160人・人間教育学科の入学定員を

140人に変更

平成27年 5月 高等学校の国際情報科を廃止

平成27年11月 短期大学の日本文化学科の入学定員を120人・人間教育学科の入学定員を

130人に変更

平成29年 3月 幼稚園を幼稚園型認定こども園に変更

令和元年12月 短期大学の日本文化学科の入学定員を150人・人間教育学科の入学定員を

100人に変更
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（２）設置する学校等

國學院大學栃木短期大学 日本文化学科 人間教育学科

國學院大學栃木高等学校 普通科

國學院大學栃木中学校

認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園

（３）当該学校・学科等の入学定員、学生数の状況

学校名 学科名 収容定員 入学定員 1年 2年 3年 合計

國學院大學 日本文化学科 300 150 101 130 － 231

栃木短期大学 人間教育学科 200 100 56 54 － 110

計 500 250 157 184 341

國學院大學 学科名 収容定員 入学定員 1年 2年 3年 合計

栃木高等学校 普通科 2,040 680 395 395 421 1,211

國學院大學 学科名 収容定員 入学定員 1年 2年 3年 合計

栃木中学校 － 240 80 55 55 56 166

國學院大學 認可定員 利用定員 3歳未満 3歳 4歳 5歳 合計

栃木二杉幼稚園 229 140 19 31 34 34 118

合 計 2,920 1,150 638 668 515 1836

（４）役教職員の概要

① 法人役員の概要

役員名 定 員 現 員 備 考

理 事 11人～14人 11人 理事長含む

監 事 2人 2人

評議員 34人～42人 35人

役職名 氏 名 寄附行為等の選任区分

川福 基之 國學院大學理事長又は同人の推薦する者

後藤 正人 國學院大學栃木短期大学学長

青木 一男 法人の設置する学校の長（短大学長を除く）

中山 年江 〃

中島 克訓 栃木市議会議長

理 事 佐野 正行 神社関係者

大塚 伸一 評議員の互選

石原 敬士 法人の功労者

吉田 健彦 〃

大川 吉弘 学識経験者

中 信 〃

監 事 後藤 利夫

三上 隆
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小林 一成 石坂 昌圀 太田 映子 飯村友希子

實島 範朗 西沢 敏 大塚 伸一 中川 雅之

長谷川 孝 前橋 陽子 中麿 輝美 矢田 一則

和賀 良紀 赤塚 徹 石塚 透 白山 実

評議員 塚越 義幸 黒川 正邦 青木千津子 阿部 憓

福富 善明 増山 昌章 小藤 清 高森 良友

山内 見和 川福 基之 後藤 正人 青木 一男

中山 年江 中島 克訓 佐野 正行 石原 敬士

吉田 健彦 大川 吉弘 中 信

学校法人向け役員賠償責任保険契約の状況

保険名称：日本私立短期大学協会 学校法人向け会社役員賠償責任保険

保険期間：契約期間：令和４年７月１日～令和５年７月１日

被保険者：本学園理事・監事・評議員

補填内容：損害賠償金・訴訟費用他特約 支払限度額 総額３億円

保 険 料：３６０,０００円

引き受け保険会社：三井住友海上火災保険㈱

代理店：ＭＳＫ保険センター㈱

② 教職員の概要

國學院大學栃木短期大学

職 名 人 数 備 考

学 長 １

教 副学長 ０

教 授 ２０

准教授 １３

専任講師 ６

員 助 手 ７

非常勤講師 ５９

計 １０６

職 名 人 数 備 考

事務長 １

主 幹 １

課 長 ２

職 主 任 １

書 記 ９

司 書 ３

員 学芸員 １

技術員 ２

嘱 託 ６

計 ２６

学 校 計 １３２
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國學院大學栃木高等学校

職 名 人 数 備 考

校 長 １

教 教 頭 １

教 諭 ７２

専任講師 ０

員 常勤講師 ３

非常勤講師 １３

計 ９０

職 名 人 数 備 考

事務局長 １

職 主 幹 １

課 長 ２

主 任 １

書 記 １４

員 技術員 ９

嘱 託 １０

計 ３８

学 校 計 １２８

國學院大學栃木中学校

職 名 人 数 備 考

校 長（兼） （１）

教 教 頭 １

教 諭 １２

員 常勤講師 ３

非常勤講師 ０

計 １６

職 名 人 数 備 考

職 書 記 １

員 嘱 託 １

計 ２

学 校 計 １８

認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園

職 名 人 数 備 考

教 園 長 １

主幹教諭 １

保育教諭 ８

員 非常勤講師 １３

計 ２３

職 職 名 人 数 備 考

技術員 ２

員 計 ２

学 校 計 ２５

設置する学校全体の教職員数（非常勤教員を含む）

職 名 人 数 備 考

教 員 ２３５

職 員 ６８

合 計 ３０３

※ 以上 （３）（４）表の人数は令和５年３月３１日現在



5

２ 事業の概要

Ⅰ 教育事業の概要

教育目標

本学園の建学の精神すなわち國學院大學の建学の精神に基づく教育活動を設置する学

校において顕現発揚し、日本国に貢献できる有為の人材を育成する目的を達成すべく、

以下の事業を実施した。

１．短期大学

短期大学は、令和４年度、学長のリーダーシップのもとで、本学の高等教育機関とし

ての使命の遂行と健全な教育運営をはかるため、教育の方針（学位授与、教育課程、入

学者受入）を再確認し、教育の目的（建学の精神に則った教育、学科が育む人間像）を

明確にした。一層の地域貢献と学修効果を支援するため行政・大学・博物館との協力関

係を推進した。

特に、令和４年度も新型コロナウイルス感染症対応に万全をきした体制での運営に尽

力した。授業は対面授業を中心に授業を実施し修了することができた。学生の課外活動

は一部制限付きで実施され、行事は一部を除き実施とした。年度終了を迎える時期に新

型コロナウイルス感染症第八波対策により、第５６回卒業式は簡素化し、卒業証書・学

位記授与式を行った。

（１）各学科の教育

日本文化学科

３フィールド（日本文学・言語文化・日本史）が設けられている。学生は、志願時に

フィールドを選択して受験をし入学する。学科共通の基礎教育・キャリア教育と各人が

選択した分野の学習とで知識・技能を修得し、建学の精神を基盤とした人格形成教育を

通して、広い視野をもって社会に貢献できる教養豊かな人材を育成することを目的とし

ている。第５６期卒業者の資格取得は、教員免許状（中学国語・社会）２０名、図書館

司書２３名、学芸員１８名、情報処理士など実務系資格は延べ２６名であった。國學院

大學（文学部・経済学部）、他大学等へ７０名が編入学した。大学編入学者は日本文化学

科卒業生の６０．７％に当たる。

人間教育学科

子ども教育（幼稚園・保育専攻、小学校・幼稚園専攻）フィールドと生活健康フィー

ルドが設けられている。志願の状況は幼稚園・保育専攻が主体であるのが現状である。

本学科では、地域社会と連携した実践的指導を通して、要望に応える幼稚園教諭・保育

士養成に尽力すると同時に、伝統ある小学校教諭・養護教諭・家庭科教諭養成と採用試

験対策・支援に力を注いでいる。第５６期卒業者の資格取得は、小学校教員免許状５名、

幼稚園教員免許状２９名、保育士資格２３名、養護教諭免許状１５名、中学家庭科教諭

２名、医療管理秘書士１１名、医療情報事務士１０名、フードスペシャリスト２名、保

健児童ソーシャルワーカー１５名であった。國學院大學人間開発学部初等教育学科、他

大学へ４名が編入学した。

（２）教学の指針

①高等教育では、建学の精神を基にした、私学の独自性を特化した教育での学修の成果

が求められている。本学は、建学の精神とその精神の根源に立ち返り掲げた「四つの

約束」をもとに、日本人としての主体性を成長させていく教育に努力している。その
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実践は、１年次学科必修科目｢日本文化概説」・「人間教育概説」(理事長・学長・学科

長・フィールド代表・事務局代表によるオムニバス授業)を軸に、具体的に行ってい

る。

②第三期間の「第三者評価」で、認証機関（短期大学基準協会）により適格認定が与え

られた。第四期認証評価を７年後に受ける計画で、毎年度作成の自己点検・評価報告

書の作成をＡＬＯをリーダーとして進行させている。

③令和４年度、１学年定員（250名）充足率は64.8％（令和３年度76.0％）であった。中

期計画学生募集充足率目標値には達しなかった。日本文化学科の充足率が69.3％（令

和３年度88.7％）、対する人間教育学科の充足率は58％（令和３年度57％）である。学

科単位の充足率は安定が見られない。将来に向けての構想検討を推進する。

④文部科学省が推進する高大連携教育の趣旨を踏まえた教育に取り組んだ。入学前事前

教育、入学時の基礎学力診断調査に取り組んでいる。学長の提示のもと教務委員会が

中心となり、入学者の基礎学力診断を実施して、実態を把握し、その結果に基づいて

対策・支援講座を企画している。

⑤学生募集については、学長直属委員会として「募集促進委員会」を設け、教職員が一

体となって、学校訪問の拡充、高校との連携強化に努め入学率の向上に努力している。

また、入試制度の「國學院大學受験者対象入試」に力を入れ、國學院大學入学課の協

力も得て入学者確保に励んでいる。

（３）短期大学の運営について

策定した短期大学中期計画に基づいて、健全な経営、教育効果の向上、施設設備整備

に努めている。近年の２学科への志願者・入学者傾向から、現実を直視した学科定員

の改革・改善を行いながら運営を行うこととする。

（４）合理的配慮について

合理的配慮の法的義務化が決定し、全ての学生が、公平で充実した大学生活をおくる

ため、障害や疾患等をもっている学生に対して、合理的配慮申請書を踏まえた学生支

援体制の構築を推進している。今後、ガイドラインの作成、教育内容・方法の見直し

を行う。

（５）中期計画の進捗状況

令和４年度の中期計画進捗状況は以下の通りである。

校舎・施設・整備計画については計画通りに進行している。専任教員構成については、

たてている高年齢化の是正をすすめ、人間教育学科においては令和４年度末において

平均年齢を3.3才是正できた。学生募集については、日本文化学科においては平成29年

度～令和２年度は目標値以上であったが人間教育学科においては達成には至らなかっ

た。令和３年度と令和４年度は両学科とも新型コロナウイルス感染症の影響を受けた。

学園全体の校舎・付属施設の運用改善から短期大学専用施設の一部を高等学校施設へ

と転用した。

令和５年度は改革推進委員会を新設し、入学者数激減という事態を踏まえ、これまで

の特性を保持したうえで存続と再生に向けて対策を行う。
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２．高等学校

（１）教育目標

國學院大學の建学の精神に則り、人格の陶冶に重きを置いて、理性と情操豊かな視野の広い人間形

成を教育目標としている。そして、「たくましく 直く 明るく さわやかに」の校訓のもと、「鍛え

る教育」を掲げ、社会や家庭、学校などのルールをしっかり守り、他人への思いやり、気遣い、心配

り等、「人としての力」を養うことを目標とする。

〇コース制

１）中高一貫コース

６カ年の一貫した教育で、最難関大學をはじめ、各自の目標とする大学を目指す。中学時より充分な

学習時間を確保し、３年次には徹底した大学入試の対策を行う。また、中学・高校の６年間を通して、

国語・数学・英語では習熟度別授業を展開し、成績上位者は高校１年次の２学期から国語・数学・英

語において、特別選抜Ｓコースとの合併授業を行う。

進学目標最難関国公私立大学 医歯薬学部

２）特別選抜 Sコース
少人数制の高度なプログラムで、東大・京大・医学部・早稲田大学・慶応大を目指す。少人数制によ

るきめ細やかな指導を行っている。１年次の２学期からは国語・数学・英語において中高一貫コース

の上位者との合併授業を行い、さらに高いレベルの学力を目指すため、実戦的な力を早い時期から身

につけるように演習時間を多く取り入れた授業を実施している。

進学目標最難関国公私立大学 医歯薬学部

３）特別選抜コース

充実した学力向上プログラムで難関国公私立大学を目指す。５教科７科目の３年間を見通した学習計

画に沿って効率よく学習を進め、３年次には入試に向けた演習を多く取り入れることによって実戦的

な力をつけていく。また、国語・数学・英語・理科では習熟度別授業を行い、長期休暇中や早朝の課

外授業において特別講座を実施している。

進学目標難関国公私立大学

４）選抜コース

G-MARCHレベルの難関・上位私立大学を目指す。２年次からは理系、文系に分かれ私立大学入試
に対応する。３年次には入試に向けた演習を多く取り入れることによって実践的な力をつけていく。

進学目標G-MARCHレベルの私立大学
５）文理コース

國學院大學や有名私立大学を目指す。１年次は全員同じカリキュラムで学びますが、２年次から理

系、文系に分かれる。國學院大學をはじめ推薦制度が充実しており、学校行事や部活動に全力投球す

る生徒が多く在籍している。

進学目標國學院大學や有名私立大学

（２）学力の向上

１、ＫＴベクトルプロジェクト

Ｋ（國學院）からＴ（東大）へをコンセプトとした、上位者指導のプロジェクト。なぜ東大を目指す

のか。第一に、「東大を目指すからには」と普段から意欲的に学習に取り組む強いモチベーションが生

まれ、第二に、目指すことでより高い学習効果が得られる。東大の入試問題を攻略するためには、「基

礎基本の高い完成度」と「持っている知識を組み合わせる力」が必要である。

２、土曜日授業

第１・３・５土曜日は授業を実施。日頃の学習で得た知識を確実に定着させ、学力向上を図る。

３、放課後の講習

日々の授業のフォローアップや生徒の要望による模試に向けた対策講座などを実施。



8

５、長期休暇講習

夏休みに前期・後期講習、冬休み・春休みの講習で、大学入試問題の演習や平常の授業の補足を行な

うなど、生徒の学力に応じた学習指導を実施。

６、サマースクール

夏休みには４泊５日の校外合宿を実施し、規則正しい生活の中で毎日８０分授業を６時限行うなど徹

底的に鍛えていく。

７、スタディサプリ

既習事項の抜け漏れをチェックしたり、応用問題に取り組むなど個々の進度や習熟度に合わせて活用

している。各自が使用するタブレット内のアプリを使って学習する。

８、英検・漢検・数検

（３）学校行事

〇キャリア教育講演会（住友商事キャリア教育支援MiraiSchool)
令和４年６月１８日（土） 四十周年記念館

高校１年生を対象にキャリア教育講演会（住友商事キャリア教育支援 MiraiSchool)が実施された。
第一線で活躍する社会人３名を講師として招き、受験勉強を真面目にやることの意味や、「数学」的思

考の重要性と「歴史」をしっかり学んでおくことの必要性が強調された。講師の方々は、生徒の間に

入りながら語りかけるように話を展開し、２回の「Work Time」でも、生徒たちの小グループの間に
入って対話を交わしていた。ファシリテーターのリードに乗って、生徒たちからは活発な意見や質問

が出され、会場は大いに盛り上がり、講師からは「学校の外に出て、失敗を恐れず、さまざまなこと

に挑戦してほしい。そして、自分を大切にし、周囲の人々を尊重してほしい」というメッセージが伝

えられた。講義後のパネルディスカッションでも、「やりがいとは」「高校時代に身につける能力」な

どのテーマで、活発な議論がなされた。

〇芸術鑑賞会 ２・３年生を対象

令和４年６月２日（木)・６月８日（水) JR 東日本四季劇場[秋]
本校の卒業生・中村伝氏がキャストである劇団四季ミュージカル『バケモノの子』の鑑賞となった。

この作品は、熊徹と九太のふたりの本当の親子のような固い絆、自分のアイデンティティを模索し、

葛藤しながら成長する九太の姿を描いた物語。生徒たちは、内容と迫力におおいに感激し、久しぶり

の学校行事を楽しんでいる様子だった。

〇校内競技大会 全学年対象

令和４年５月２５日（水） 第１グランド・第２グランド・四十周年記念館・野球場・ラグビー場・

体育館第１アリーナ・第１アリーナ

放送による開会式が行われ、その後各会場で競技(男子は１年生サッカー、２・３年生ソフトボール、

女子は全学年がバレーボール)が開始された。応援はクラスのチームに限定するなど新型コロナウィル

ス感染予防に努めながらの開催となったが、当日は天候にも恵まれ、生徒たちは久しぶりの学校行事

を楽しみ、クラスで親睦を深めていた。

〇探究学習ガイダンス １・２年生対象

令和４年４月２７日（水） 大ホール・各教室

ガイダンスは You Tubeを用いたオンライン形式で実施され、３年生の代表生徒による２年次のゼ
ミ活動報告と、北川教諭と西沢教諭による探究学習の進め方やアドバイスがあった。総合的な学習の

時間は、ICTを用いたオンライン型探究教材を利用し、様々なテーマの探究活動を行いながら論理的
な思考力・表現力・科学的リテラシーを育成していくことが目標である。
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（４）進学実績

国公立大学

筑波大学

お茶の水女子大学

千葉大学

埼玉大学

群馬大学

茨城大学

宇都宮大学

福島大学

山形大学

岩手大学

愛媛大学

東京都立大学

埼玉県立大学

高崎経済大学

群馬県立女子大学

都留文科大学

前橋工科大学

防衛大学校

防衛医科大学校（医）

など

私立大学

國學院大學

早稲田大学

慶応義塾大学

上智大学

東京理科大学

中央大学

明治大学

立教大学

青山学院大学

学習院大学

法政大学

同志社大学

成城大学

成蹊大学

津田塾大学

芝浦工業大学

明治学院大学

駒澤大学

獨協大学

東洋大学

日本大学

玉川大学

東京女子大学

専修大学

自治医科大学（医含

む）

東京電機大学

東京農業大学

文教大学

武蔵大学

国際医療福祉大学（医

含む）

昭和薬科大学

昭和女子大学

順天堂大学 など

（５）部活動の活躍（全国）

〇全国高校野球選手権大会

令和４年８月６日（土）阪神甲子園球場

開会式で平井悠馬主将が入場行進を行った後、本校は開幕試合だったため斎藤佑樹氏（元日本ハム）

が投げた始球式のボールを武田歩大捕手が受けた。

１回戦（８／ ６）本校 １０－３ 日大三島高（静岡）

２回戦（８／１３）本校 ５－３ 智辯和歌山高（和歌山）

３回戦（８／１６）本校 ０－４ 九州学院高（熊本）

キャプテン平井悠馬「先生方や学校関係者、生徒の皆さん、本当に応援ありがとうございました。甲

子園での思い出は、野球部８１人だけでなく学校関係者全員で、甲子園で戦えたことです。最高の夏

を過ごすことができました。」

エース盛永智也「智辯和歌山のスイング力に驚かされました。もっともっと成長して甲子園という大

舞台に戻りたいです。」

〇高校総体

【柔道部】令和４年８月６日(土)～１０日(水) 愛媛県武道館

＜女子団体＞

１回戦敗退 本校 ０対３ 生光学園高校 （徳島）

＜男子個人＞

１００ｋｇ級 ３回戦敗退(ベスト１６) 藤井達也さん（文理３年）

１回戦 石崎選手(東海大仰星 大阪府)に技ありで勝利

２回戦 上口選手(米沢中央 山形県)に内またで一本勝ち

３回戦 高原選手(崇徳 広島県)に合わせ技で敗北

＜女子個人＞

７８ｋｇ級 ２回戦敗退 酒井結海さん(文理１年）

６３ｋｇ級 ２回戦敗退 青田れもんさん（文理３年）

【ハンドボール部（男子）】令和４年７月２９日(金)～８月４日(木) 松山市総合コミュニティセンタ

ー(愛媛県)ほか

２回戦敗退

１回戦 本校 ２０対１６ 近江兄弟社高校（滋賀）

２回戦 本校 ２６対３４ 県立秀峰高校（宮崎）
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【なぎなた部】令和４年８月１２日(金)～１５日(月) 香川県丸亀市民体育館

＜個人戦＞

坪山遥音選手(中高一貫１年) ベスト１６

予選リーグを２勝０敗で決勝トーナメント進出。

決勝トーナメント１回戦で、鈴木選手(一戸高・岩手県)と対戦し１本勝ち。

続く２回戦で、迫選手(川辺高・鹿児島県)と対戦し、延長戦の末、旗判定１対２で惜敗。

＜団体試合の部＞ 予選リーグ戦

本校 ０対４ 大谷西高校（大分）

本校 １対２ 出雲北稜高校（島根）

０勝２敗で予選敗退

＜演技試合の部＞ 予選リーグ戦 ２組出場し、ともに予選敗退

【体操競技部】令和４年８月７日(日)～９日(火) 愛媛県総合運動公園

予選敗退

平澤萌（文理３年）得点４７.３９９点 新井楓花（文理３年）得点４４.４６６点

〇第１０２回全国高校ラグビーフットボール大会

令和４年１２月３０日（金）、令和５年１月１日（日） 東大阪市花園ラグビー場

２３大会連続２８度目の出場を果たした男子ラグビー部はベスト１６となった。

全大会準優勝だった本校は、Bシードとして２回戦から出場し、茗溪学園（茨城）と対戦した。前
半９分、敵陣に青栁潤之介選手（文理３年）が深く攻め込み、パスでつないで島崎聖弥選手（文理３

年）がトライして先制。その後も尾池政人選手（文理３年）がチーム最多の４トライを決めるなど、

４３対１２で勝利した。

３回戦は、昨年度決勝で対戦した東海大付属大阪仰星高校（大阪）との試合となった。前半２４分、

島崎聖弥選手からパスを受けた山田壮選手（文理３年）が先制トライを決めたが、後半１０分に逆転

され、７対２２で敗戦となった。

〇第４５回全国高等学校柔道選手権大会

令和５年３月２０日（月）・２１日（火祝） 日本武道館

女子団体で第３位に入賞した。

【団体戦】

女子 第３位

２回戦：２－１ 対 高川学園（山口）

３回戦：１－１ 対 国分中央（鹿児島）

準々決勝：２－１ 対 佐久長聖（長野）

準決勝：１－２ 対 柳ヶ浦（大分）

先鋒：増渕さくら（文理２年），中堅：小林杏遙（文理１年）、大将：伊藤天翔（文理２年）

【個人戦】男子 ベスト８

無差別級 片山涼（文理２年）

【個人戦】女子 ベスト８

５２㎏級 増渕さくら（文理２年）

６３㎏級 小林杏遙（文理１年）

〇なぎなた部 全国選抜大会 第５位入賞

令和５年３月２５日(土)、２６日（日）伊丹市立伊丹スポーツセンター体育館

▽団体試合 全国 第５位

１回戦 ２－１ 仙台育英学園高等学校（宮城県）

２回戦 ３－０ 岡山市立岡山後楽館高等学校（岡山県）

３回戦 ２－１ 鵬学園高等学校（石川県）

４回戦 １－２ 大分県立大分西高等学校（大分県）
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▽個人試合 ２回戦まで進出

坪山 遥音(中高一貫１年）

田村 彩奈（特別選抜 S２年）
石田 煌香（選抜２年）

〇第２４回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会

令和５年３月２５日（土）～３１日（金） 熊谷スポーツ文化公園熊谷ラグビー場

《結果》全国第３位

１回戦 ：２１－１９ 本校 対 尾道高等学校（広島）

２回戦 ：３９－ ５ 本校 対 札幌山の手高等学校（北海道）

準々決勝：３３－３１ 本校 対 佐賀工業高等学校（佐賀）

準決勝 ： ７－５１ 本校 対 桐蔭学園高等学校（神奈川）

<文化部>

〇天文部 皆既月食・天王星食を観測

令和４年１１月８日（火） 特別教育館屋上、天体ドーム

天王星食という珍しい現象を伴った皆既月食。特別教育館屋上や天体ドーム内で、４０ｃｍ反射望

遠鏡などを用いてビデオや写真、スケッチで記録した。また同時に、月食時の夜空の明るさをＳＱＭ

という計測器を使い数値で記録し、環境の変化にも注目していた。１８時０９分より２１時４９分ま

で雲一つない空となり、部員１８名は皆既月食を堪能することができた。得られたデータは、来年の

天文学会や気象学会のジュニアセッションで発表する予定。

〇書道部▽第７４回書初中央展（書道部および書道選択者）
【特 賞(３席)】 符 文嘉（中高一貫２年） 手塚 晴望（特別選抜 S１年）
【金 賞】田村 朱（選抜２年） 谷島 愛梨（選抜１年） 清水 紗菜（文理１年）

石川 詩織（選抜１年） 為貝 和歌菜（選抜１年） 神谷 乃愛（中高一貫１年）

【特選】２８名 【優賞(参加賞)】８３名▽第６３回全国書道展（大東文化大学主催）
【特 選】符 文嘉（一貫２年） 谷島 愛梨（選抜１年）

【金 賞】三浦 春奈（特別選抜 S２年） 田村 朱（選抜２年） 鹿野 史佳（選抜２年）

清水 紗菜（文理１年） 石川 詩織（選抜１年）

【銀 賞】町田 瑠那（特別選抜 S２年） 原田 茉彩（選抜２年） 齋藤 翠（選抜２年）

栗原萌々香（選抜２年）天谷 綾音（文理１年）

押山 理愛（中学３年） 西山 詩菜（中学３年） 小笠原百花（中学２年）

岩上 琴音（中学２年） 齋藤実菜弥（中学２年）

【銅 賞】爲貝和歌菜（選抜１年） 栃木 美空（中学３年） 工藤 洋希（中学２年）

平野あかり（中学１年）▽第３１回国際高校生選抜書展（書の甲子園）
応募数、約１万７００点の中から入賞２００点(受賞率約１.８%)、入選１,８００点(入選率約１８％)
が選出される書展です。団体は、各校上位１５名のポイント合計で競われる。

【個人】（本校書道部で２人目となる入賞）

◎秀作賞◎齋藤 翠（選抜２年）※齋藤の作品は、２０２３年２月１日～５日兵庫県立美術館に展示された。

◎入 選◎五十嵐也葉（選抜３年）町田 瑠那（特別選抜 S２年）三浦 春奈（特別選抜 S２年）
原田 茉彩（選抜２年）谷島 愛梨（選抜１年）

【団体】北関東地区 優秀賞（初受賞）
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〇囲碁将棋部

第１７回全国高等学校囲碁選抜大会 女子個人第３位

令和５年３月１８日（土）、１９日（日）大阪商業大学

１日目女子団体戦に黒川智美 (特別選抜 S１年)、秋元瑚々 (特別選抜 S１年)、阿部姫奈 (特別選

抜 S１年)が関東ブロック代表として出場し、１６校中１０位の成績を修めた。また、２日目女子個
人戦には、黒川智美が出場し、全国第３位となった。

〇第１３４回日本森林学会大会

令和５年３月２５日（土）～２７日（月）

ポスター発表会がオンラインで開催され、檜山和幸（特別選抜２年）、鈴木尊仁（特別選抜２年）が

ポスター発表を行った。一般社団法人日本森林学会は、森林・林業を総合的に扱う学会で、今回、次

世代を担う高校生を対象に森林に関わる調査や実践的な活動を紹介するポスター発表会を催した。２

名は「ヒサカキ除去と森林の環境保全」 というテーマで、昨年９月から、本校の『思索の森』で調査

区をつくり探究活動を深めてきた。発表に対しては、宇都宮大学農学部森林科学科の大久保達弘先生

をはじめ多数の大学の先生から貴重なコメントをいただいた。

（６）募集活動

〇全５回入試説明会（個別相談会）

本校教育、進路の状況、学校生活、入学試験等について説明。個別相談（ご希望の方のみ）では、学

校詳細、受験・進路相談、成績についての質疑応答等。

〇一日体験学習『Come on in 国学院』
パソコン部によるオープニング映像、ミュージカル部による公演、書道部によるパフォーマンスが行

われた。在校生によるコース紹介や部活動紹介の後、来校者は入試問題解説や各教科の講座、校内見

学や部活動見学に参加した。

〇国栃チャレンジ（中学３年生対象）

＜志願者数・入学者数経年推移＞

志願者数 入学者数

令和５年度 １，６０５名 ３７４名

４年度 １，６５３名 ４１３名

３年度 １，６４９名 ４３１名

２年度 １，５６７名 ４４１名

元年度 １，７１９名 ４９９名

３．中学校

（１）教育目標

「たくましく 直く 明るく さわやかに」の校訓のもと、生徒は学習や部活動、学校行事に積極的

に取り組み、充実した学校生活を送る。

１）カリキュラム編成の基本方針

２）学習内容を先取りし、レベルの高い豊富な内容を指導する。

３）４教科（国語・数学・英語・理科）に多くの時間をあてる。

４）３教科（国語・数学・英語）は習熟度別授業を行う。

５）７時間授業で学習し、授業時数を確保する。

６）第１・３・５土曜日に学習会を実施

７）放課後に課外授業を実施し、理解の徹底を図る。

８）校外学習を実施し、人として総合力を養う。
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（２）学力の向上

１、土曜日授業

第１・３・５土曜日に５０分４時限の学習会を実施。日頃の授業で得た知識を確実に定着させ、学力

向上を図る。

２、週確認テスト

英語・数学・国語・理科・社会において、授業で学習した内容の確認テストを行うことで、基礎力の

定着を図る。

３、英会話教室

教育センターにて、外国人講師による習熟度別英会話教室を行い、国際社会に対応できる力を養う。

４、特別講座

放課後の時間帯に特別講座を行い、応用問題対応力の定着を図る。

（３）学校行事

〇芸術鑑賞会（中学校）令和４年６月２３（木）上野公園、国立西洋美術館、国立科学博物館、

ＪＲ東日本四季劇場、国立能楽堂

中学校全学年を対象に芸術鑑賞会が実施された。

・１年生：国立西洋美術館で絵画とフランス近代彫刻を鑑賞

国立科学博物館で標本資料の展示を見学

・２年生：本校の卒業生・中村伝氏がキャストである劇団四季ミュージカル「バケモノの子」を鑑賞

・３年生：狂言の「清水」と、能の「小鍛冶」を鑑賞

〇校外学習 令和４年１１月９日(水)～１１日（金）

・１年：栃木県日光市１１月１０日（木）

・２年：石川県金沢市・岐阜県白川村１１月１０日（木）～１１日（金）１泊２日

・３年：京都府京都市・奈良県奈良市１１月９日（水）～１１日（金）２泊３日

１年生は「日光東照宮と二荒山神社の参拝」、２年生は「古都と世界遺産を通じて日本の伝統文化を

深く認識する」、３年生は「日本の伝統文化を深く学び、主体性とコミュニケーション力を高める」を

テーマに学習が行われた。学年ごとに事前学習をもとに、充実した活動を行うことができた。

〇税教室【中学３年】 令和４年１２月９日（金） 中学校音楽室

３年税教室が、税理士の田村浩氏を招いて行われた。講義は、リーフレットをもとに、税理士の仕

事内容や納税のもつ意味、税の種類、使いみちを勉強した。これから公民の授業で学習する内容でも

あり、生徒たちは理解を深めようと真剣に話を聞いていた。

〇茶道教室【中学１年】 令和５年１月１３日(金)、２０日(金)、２７日(金)、２月３日(金)作法室

各クラス２日間ずつ計２回の日程で、茶道教室が行われた。日本文化理解の一環として、講師の澤

田先生にご指導いただき、裏千家の茶道具の扱い方について学んだ。

（４）進学実績（令和５年）

國學院大學（９名）

国際医療福祉大学医学部

日本医療科学大学保健医療学部

帝京平成大学健康医療ｽﾎﾟｰﾂ学部

東邦大学健康科学看護学科

桐生大学医療保健学部

中央大学理工学部

芝浦工業大学システム理工学部

東京理科大学創域理工学部

獨協大学外国語学部

お茶の水女子大学文教育学部

青山学院大学経営学部など

（５）部活動の活躍

〇書道部

・第６３回全国書道展（大東文化大学主催）

【銀 賞】押山 理愛（中学３年） 西山 詩菜（中学３年） 小笠原百花（中学２年）

岩上 琴音（中学２年） 齋藤実菜弥（中学２年）

【銅 賞】栃木 美空（中学３年） 工藤 洋希（中学２年） 平野あかり（中学１年）
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・第２４回栃木県学校教育書写書道作品展

【準大賞】岩上 琴音（中学２年）

【金 賞】押山 理愛（中学３年） 栃木 美空（中学３年） 西山 詩菜（中学３年）

齋藤 実菜弥（中学２年）平野あかり（中学１年）

〇天文部

第８回日本気象学会ジュニアセッション（オンライン） 令和４年５月２０日（金）１６:４５～
このジュニアセッションは、生徒たちが自ら行った気象や大気に関する調査・研究の成果を、専門家

の前で発表し意見交換することによって、今後の調査・研究に向けてより考えを深めてもらうことを

目的としている。天文部員の中学２年 野間凱仁、高校一貫コース２年小林亮脩 、山根史也の３人が

「栃木市太平山県立自然公園における逆転層の研究」というテーマで発表をした。この研究発表には

小林と山根が中学生の頃から４年間にわたり気象観測した結果も取り入れられた。

（６）募集活動

〇入試説明会：本校教育、進路の状況、学校生活、入学試験等について説明。個別相談（希望者のみ）

では、学校詳細、受験・進路相談、成績についての質疑応答等。

〇新中３高校受験説明会・新小６国栃中説明会

〇１日体験学習会 令和４年６月１１日（土） 図書館大会議室、中学校校舎

国語、算数、社会分野に関する講座と外国人講師による英会話の講座が行われ、いずれの講座もほぼ

定員を満たした。

〇サイエンスセミナー 令和４年６月２５日（土） 図書館会議室、特別教育館

・古代ローマ時代の化学を再現する「古代のセッケンを作ろう」

・空気を温めて船を動かす「ポンポン船を作ろう」

・カラフルな人口イクラを作る「食品を化学しよう」

・栃木県の地層から古生物の化石を取り出す「化石を発掘しよう」

＜志願者数・入学者数経年推移＞

志願者数 入学者数

令和５年度 １３８名 ４４名

４年度 １５４名 ５５名

３年度 １４２名 ６１名

２年度 １５７名 ６０名

元年度 １４３名 ５３名

（７）安全対策

１）一斉配信メール

一斉配信メールを使い、事務的な連絡事項や緊急連絡などを配信している。

２）ＩＤカードチェック

登下校時にＩＤカードをセキュリティシステムにかざすことによって、直接自宅や保護者のパソコ

ン、スマートフォンなどに登下校の時間が配信される。
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４．幼稚園（幼稚園型認定こども園）

１．教育の方針

本園は國學院大學栃木学園が設立した幼稚園型こども園であることを踏まえ國學院大學の

建学の精神は優れた日本文化を知り、人格を磨き、世界人類文化の発展に寄与できる人間を

育てることです。この精神に基づき乳幼児期はしなやかな心と健康な体の発達が出来るよう

環境を充分考慮して整え、『明るく 素直で 元気よく 積極的に活動する子ども』

『何事にも感謝の心を持つことのできる子ども』の育成に努めている。

２．目標及び内容

この度、改訂された幼稚園教育要領及び保育指針に基づき、生涯にわたる乳幼児の人格形

成の基礎を培う重要なものとして位置づけ、一人ひとりの心身の発達をとらえた適切な援助

や環境への配慮を心がけ、生きる力となる 自立心・忍耐力・創造性、自ら心を動かして行

動する(主体性)等を育むことを重視することに努力している。

３．保育の資質向上をめざす

Ａ．保育者としての姿勢

乳幼児期は「模倣時代」とも言われ、感性が育つ時期でもある。保育者は子ども達の

『鏡』となり、共に生活していく中で、ひとり一人の発達を理解し、ほんの些細なこ

とも見逃さず、子どもの心をとらえ共感し合い、子どもに寄り添って優しく対応を心

がけている。

Ｂ．新教育要領や最近のコロナ禍等での子どもの実態を踏まえ、「幼児期までに育ってほし

い姿」を考慮しつつ、令和５年度の教育課程、教育計画等の改善を図った。

Ｃ．保育者一人ひとりがカリュキュラムの理念をより意識しながら実践し、P(計画)D（実

行）C(評価)A(改善)の好循環を生み出すことで保育の資質を十分考慮し質の高い保育

に徐々に近づける努力を（各学年チームでの伝達等）し合い、研究保育を実施するこ

とができた。

※ 今年度、３名の新採教諭も加わり、研究保育の成果並びに学年での反省を踏まえ、

令和５年度に向けての改善点などを討議しているところである。

４．子育て支援について子育て事業を下記のように実施する。

（１）子育て相談事業

毎週水曜日 10：30～12：00

未就園児親子教室事業（年間９回の実施 12回予定のところコロナ禍の関係で年９回の

実施であった。）（延べ人数４５名）音楽と体育の専門家による指導、親子での触れ合い

を充分に体験し「親子」から「友達へ」の移行をねらいとして実施した。

（２）一時預かり事業

１）満３歳以上の在園児(幼稚園型)（延べ約 ５５９名）

保育時間前、保育時間後の一時預かり（延べ約 １５１名）

長期休暇期間中の一時預かり（延べ約 １１５名）

地域の在園児以外の利用者（１・２歳児）対象（延べ約 ３１名）

２）延長保育（2・3号の短時間保育の在園児）

保育時間前、保育時間後の延長保育を実施する（延べ約 ２１名）
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５．安全管理について

ア）保育と事故防止

・安全な保育環境整備 毎月２回実施し確認して、破損等の

・園舎内外の安全な保育（安全点検・整備等） 場合は、即修理をしている

イ）コロナ対策

・行事や日常生活の中で、国、県、市の決まりに沿って実施している。

ウ）衛生管理・感染症等の応急処置

・インフルエンザ・ノロウイルス等、幼児のかかる感染症等を職員間で共通理解

（時期的な感染する病気の見分け方や対処法等）に努めた。

エ）防災・安全管理に備えて

・台風、風水害の対応

・火災の予防と発生時の対応

・地震発生時の対応

・不審者への対応

オ）給食

・給食の衛生管理

・食中毒について

・食物アレルギーへの対応

上記に基づき策定されている「認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園危機管理の為の

保育マニュアル」を年度末に見直し、検討して全職員共通理解のもと園内研修等を実施し、

乳幼児の生命を守る為に安全・安心に重視した体制を整備して実施している。

６．乳幼児の健康管理について

・集団生活を始めるにあたって、健康状態を把握しておくことが必要である為、事前に家庭

調査票に詳しい生育等を記入し提出する。

保育部は母子手帳のコピーの提出。また、保育部、幼稚園（年少児）、入園前の親子面接

で再度詳しく生育から現在までの様子を記録する。

・在園中は、年間２回の園医による健康診断の実施（内科）・（歯科）。

再検査が必要な折は、専門医に依頼する。

・年2回クラス担任が、聴力・視力検査を実施している。

７．保護者への対応について

保護者との連携を密接にする為、園の運営・教育、保育方針、子どもの成長について、

個人別の二杉通信、個人面接(相談)、毎月の園だより等を通して、保護者とのコミュニケ

ーションを深め、信頼関係を築くことに重視している。

８．学校評価について

認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園として目指す教育目標及び昨年定めた重点的に

取り組むことが必要な目標や計画を基にして、自己評価を実施した。また、歴代会長数名

を選出し、主な年間行事の父母からのアンケート及び自己評価、研究保育等を評価してい

ただき、これからの時代を担っていく子ども達の育成の為、ご意見（評価）を頂き、更に

充実した質の高い保育を目指しております。

６／24（金）自主訓練の実施

台風・豪雨・水害を想定しての訓練と対応

10／28（金）災害避難自主訓練 → 消防車出動中

通報訓練・避難誘導訓練（地震時と火災の予防と対応）

２／10（金）災害避難自主訓練 → 天候不良（雪）

通報訓練・避難誘導訓練（地震時と火災の予防と対応）
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※ 各学校の専任教職員の採用状況について

学校区分 職 名 退職(Ｒ３年度) 採用(Ｒ４年度)

短期大学 教 員 ９人 ５人

高等学校 教 員 ５人 ２人

中 学 校 教 員 ０人 ０人

幼 稚 園 教 員 ０人 ０人

学 園 職 員 ０人 ３人

計 １４人 １０人

Ⅱ 施設設備等の事業の概要

設置する学校の教育活動の維持・充実向上をはかるために次の施設・設備等を整備した。

○ 建 物

短大西２号館空調設備更新工事、高校記念館生徒寮転用改装工事等

７件 ２６６,７８１,９００円

○ 構築物

中学校テニスコート照明設備工事、幼稚園雨よけアーチ設置工事

２件 ２,６８４,０００円

○ 修繕等関係

短大西１・２号館外壁改修工事、高校東館屋外階段改修ほか校舎等の施設・設備を安

全な教育環境で使用するための経常的な保守管理並びに修繕工事を実施した。

５１,０１６,７９１円

○ 教育研究用機器備品

短大学務システム、高校書道室机・椅子更新、中学製氷機、幼稚園防犯カメラ等

７３点 ４８,６４４,７７０円

○ 管理用機器備品

短大防犯カメラ、経理課硬貨選別機等

１０点 ３,７９４,８３２円

○ 図 書

３,５６３冊 １４,０３７,４８６円

○ 車 輌

高校校務用普通乗用車購入 １輌 ５,２０７,７２０円
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学校法人國學院大學栃木学園 中期計画（2021～2025年度）

法人運営の指標

本学園の建学の精神すなわち國學院大學の建学の精神に基づく教育活動を設置する学校

において顕現発揚し、日本国に貢献できる有為の人材を育成することを目指す。

１． 法人の運営については日本私立大学協会の策定したガバナンスコードに基づき、意思決

定の議決機関としての理事会の運営や監事の牽制機能の強化、諮問機関としての評議員会

の役割を明確にする。

令和２年４月施行の私立学校法の一部改正により、求められる役割を遵守し、運営基盤

を強固なものとする。

２． 少子高齢化の進展など昨今の厳しい経営環境の中で教育研究の質の維持・向上と経営の

健全化に向けた取り組みを図る。

３． 国際化の進展や情報通信技術の進歩に伴い求められる学生・生徒の確保や情報収集力の

強化を図ると共に、地域との連携を図りながら運営に努めていく。

４． 学生・生徒・園児の確保に向けて

設置する各学校において入学者確保に向けての全教職員の共通認識の醸成と共に同窓会・

父母会等との連携を密にするなど積極的な募集活動を実施する。

５． 中・高・短大間の連携の強化

各学校間において教育や人事交流などあらゆる面を強化し、学園の有する教育資源を有効

に活用する。

附属高校からの短大への内部進学者の目標数を３０名とする。

６． 広報活動の強化

学生・生徒募集のための広報止まらず､あらゆる機会を通して学園のイメージアップにつ

ながるような広報に努める。

７． 危機管理体制の強化

・あらゆる自然災害の発生を想定した被害防止策並びに被害発生時の対応などを明確にす

ると共に訓練の実施並びに周知に努める。

・学生・生徒等に係るいじめの防止について教職員が当事者意識を持って迅速に対応する

・ハラスメント防止や各方面からの苦情・意見等への適切な対応など教育や人権に係る問

題に的確に対応する。

・学園の有する個人情報の漏洩や外部からの不正接続に対応するために情報セキュリティ

対策の強化と教職員の研修に努める。

８． 情報の公開による透明性の確保

学生、生徒、保護者をはじめとするステークホルダーに信頼されるためには法人の運営や

教育研究活動の透明性を確保する点から積極的な情報の公表に努める。
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○ 施設・設備計画の進捗状況

（評価 ○：評価有 △：評価不十分 ×：未実施）

進捗・達成状況
目標（施設・設備計画）

評価 概 要

① 老朽校舎の改築工事の検討（本館）
本中期計画期間内の竣工に向けてた計画
を策定する。

② 未耐震改修建物に係る工事実施の検討 二杉寮：旧部室棟の生徒寮への改
二杉寮：狭隘な立地条件の中、大型 ○ 修工事完了

建設機械の進入路の確保
片柳寮：主要道路に面した立地での △ 片柳寮：令和６年度から寮生の

改修工事の工法 募集停止

③ トイレ改修工事（洋式便座への改修） 特別教育館トイレ(様式便座)改修
特別教育館 （令和４年度） ○ 工事完了
教育センター（令和５年度）

④ 空調設備更新
短大西１号館（令和４年度） ○ 短大西１号館更新完了
短大西２号館（令和５年度）
高校教育ｾﾝﾀｰ 第１期（令和６年度）

同 第２期（令和７年度)

⑤ 第２ｸﾞﾗﾝﾄﾞ全天候走路補修（令和７年度）

⑥ 中学・高校生を対象とした通学バス運行 × 中止
計画の推進（令和４年度）

⑦ 土砂災害防止のための敷地内雨水排水溝 ○ 竣工
改修事業（令和３年度）

⑧ 学校の状況に応じた教育研究備品等の適
正な価格で、計画的な購入を行う。

○ 財務計画の進捗状況

財務計画の在籍者目標数と実績

2022年度 実績 2023年度 2024年度 2025年度 収容定員

短期大学 430 348 480 480 480 500

高等学校 1,360 1,254 1,380 1,400 1,420 2040

中学校 180 172 180 190 190 240

幼稚園 130 118 130 130 130 229

計 2,100 1,892 2,170 2,200 2,220 3,009



（単位　千円）

部　門

科　目

1,449,040 1,259,395 1,497,260 1,515,380 1,536,280

38,600 36,083 39,700 39,600 40,600

0 3,571 0 0 0

743,050 747,197 874,350 993,350 778,350

79,980 97,715 204,280 314,280 89,280

563,070 549,426 570,070 579,070 589,070

100,000 100,056 100,000 100,000 100,000

0 14 0 0 0

49,800 19,310 49,800 49,800 49,800

28,000 28,424 27,000 23,000 21,000

17,500 163,500 17,500 17,500 17,500

0 100,700 50,000 750,000 1,200,000

2,325,990 2,358,194 2,555,610 3,388,630 3,643,530

（単位　千円）

部　門

科　目

1,548,000 1,625,287 1,548,000 1,548,000 1,548,000

412,000 387,304 412,000 412,000 412,000

153,070 135,020 153,070 153,070 153,070

320 316 110 0 0

11,110 11,110 11,110 0 0

50,000 269,465 460,000 1,240,000 1,275,000

44,200 71,684 44,200 44,200 44,200

0 100,000 0 0 0

2,218,700 2,600,186 2,628,490 3,397,270 3,432,270

636

107,290 ▲ 241,992 ▲ 72,880 ▲ 8,640 211,260

貸借対照表の資金残高 （単位　千円）

400,000 400,000 400,000 400,000 400,000

5,159,000 5,158,300 5,109,000 4,359,000 3,159,000

210,000 210,000 210,000 210,000 210,000

2,300 2,300 2,300 2,300 2,300

2,365,233 2,202,078 2,292,353 2,283,713 2,494,973

8,136,533 7,972,678 8,013,653 7,255,013 6,266,273

11,110 11,110 0 0 0

8,125,423 7,961,568 8,013,653 7,255,013 6,266,273

施設準備特定資産取崩収入

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

　国庫補助金収入

2023年度 2024年度 2025年度実績

2023年度 2024年度

借入金

資金差引

資金収支

退職給与引当特定資産

施設準備特定資産

第3号基本金引当特定資産

有価証券

資金合計

施設関係支出

設備関係支出

計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

資産運用支出

國學院大學栃木学園合計

2025年度

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

現金預金

実績

計

2022年度

雑収入

　地方公共団体補助金収入

　施設型給付費収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

(資金収支計画と実績)

2022年度
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部　門

科　目

1,449,040 1,259,395 1,497,260 1,515,380 1,536,280

38,600 36,083 39,700 39,600 40,600

0 3,571 0 0 0

743,050 747,197 759,350 768,350 778,350

79,980 97,715 89,280 89,280 89,280

563,070 549,426 570,070 579,070 589,070

100,000 100,056 100,000 100,000 100,000

49,800 19,310 49,800 49,800 49,800

17,500 162,991 17,500 17,500 17,500

2,297,990 2,228,547 2,363,610 2,390,630 2,422,530

1,548,000 1,619,267 1,548,000 1,548,000 1,548,000

737,256 722,994 732,205 823,453 743,893

(325,256) (335,689) (320,205) (411,453) (331,893)

200,495 183,280 210,805 202,438 203,438

(47,425) (48,417) (57,735) (49,438) (50,368)

2,485,751 2,525,541 2,491,010 2,573,891 2,495,331

教育活動収支差額（3）＝（1）-（2） ▲ 187,761 ▲ 296,994 ▲ 127,400 ▲ 183,261 ▲ 72,801

28,000 28,424 27,000 23,000 21,000

28,000 28,424 27,000 23,000 21,000

320 316 110 0 0

320 316 110 0 0

27,680 28,108 26,890 23,000 21,000

▲ 160,081 ▲ 268,886 ▲ 100,510 ▲ 160,261 ▲ 51,801

0 14 0 0 0

0 14 0 0 0

0 636 0 0 0

0 126 0 0 0

0 510 115,000 225,000 0

0 650 115,000 225,000 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 158 0 0 0

0 158 0 0 0

0 158 0 0 0

0 492 115,000 225,000 0

▲ 160,081 ▲ 268,393 14,490 64,739 ▲ 51,801

▲ 105,310 ▲ 211,437 ▲ 515,310 ▲ 1,284,200 ▲ 1,314,200

▲ 265,391 ▲ 479,831 ▲ 500,820 ▲ 1,219,461 ▲ 1,366,001

2,486,071 2,526,016 2,491,120 2,573,891 2,495,331

実績

　当年度収支差額（13）＝（11）+（12）

　事業活動支出計（15）＝（2）+（5）+（9）

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計（9）

　特別収支差額（10）＝（8）-（9）

　基本金組入前当年度収支差額（11）

　基本金組入額合計（12）

教育活動外支出計（5）

教育活動外収支差額（６）＝（4）-（5）

　　　　　 経常収支差額（７）＝（3）+（6）

特
別
収
支

収
入

資産売却差額

　　過年度修正額

特別収入計（8）

支
出

（うち原価償却額）

教育活動支出計（2）

支
 
 

出

人件費

教育研究経費

（うち原価償却額）

管理経費

　　現物寄附

　　過年度修正額

　　車輌処分差額

　　車輌売却差額

その他の特別収入

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計（1）

教
育
活
動
外
収
支

収
 

入

受取利息・配当金

教育活動外収入計（4）

支
 

出

借入金等利息

　　国庫補助金

國學院大學栃木学園合計

〈事業活動収支計画と実績〉

（単位　千円）

教
育
活
動
収
支

収
 
 

入

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

　　地方公共団体補助金

　　施設型給付費
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３ 財務の概要

　　      （経年比較）

　　　  （単位:円）

科　 　　　 　目 令和２年度 令和３年度 令和4年度

学生生徒等納付金収入 1,467,700,019 1,388,200,068 1,259,395,100

手数料収入 40,162,230 38,896,166 36,083,044

寄付金収入 9,811,440 3,776,344 3,571,020

補助金収入 907,343,720 777,552,967 747,197,941

資産売却収入 0 0 14,650

付随事業・収益事業収入 19,221,707 20,692,863 19,310,422

受取利息・配当金収入 41,674,554 32,256,966 28,424,004

雑収入 135,872,731 104,171,920 163,500,991

前受金収入 636,830,300 577,606,400 509,755,400

その他の収入 1,109,436,078 377,758,609 204,877,165

資金収入調整勘定 △ 961,773,918 △ 741,007,465 △ 737,810,931

前年度繰越支払資金 2,264,227,639 2,311,180,837 2,621,411,248

収入の部 合 計 5,670,506,500 4,891,085,675 4,855,730,054

科　　　 　　　目 令和２年度 令和３年度 令和4年度

人件費支出 1,641,644,016 1,588,767,962 1,625,287,312

教育研究経費支出 398,524,466 371,805,530 387,304,593

管理経費支出 140,219,996 135,249,396 135,020,824

借入金等利息支出 1,007,755 527,725 316,635

借入金等返済支出 31,870,000 11,110,000 11,110,000

施設関係支出 443,548,600 79,726,900 269,465,900

設備関係支出 75,027,159 61,951,025 71,684,808

資産運用支出 651,000,000 0 100,000,000

その他の支出 44,347,049 62,237,429 186,883,951

資金支出調整勘定 △ 67,863,378 △ 41,701,540 △ 133,422,841

翌年度繰越支払資金 2,311,180,837 2,621,411,248 2,202,078,872

支出の部 合 計 5,670,506,500 4,891,085,675 4,855,730,054

（１) 資　金　収　支　計　算　書

収　入　の　部

支　出　の　部
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　　　  （単位:円）

科　　　 　　　目 令和２年度 令和３年度 令和4年度

学生生徒等納付金 1,467,700,019 1,388,200,068 1,259,395,100

手数料 40,162,230 38,896,166 36,083,044

寄付金 9,811,440 3,776,344 3,571,020

経常費等補助金 776,101,720 776,868,967 747,197,941

付随事業収入 19,221,707 20,692,863 19,310,422

雑収入 135,872,731 104,171,920 162,991,041

教育活動収入計 2,448,869,847 2,332,606,328 2,228,548,568

人件費 1,641,473,656 1,588,748,725 1,619,267,223

教育研究経費 733,531,027 711,793,259 722,994,424

管理経費 186,629,647 180,879,614 183,280,484

徴収不能額等 518,712 0 0

教育活動支出計 2,562,153,042 2,481,421,598 2,525,542,131

教育活動収支差額 △ 113,283,195 △ 148,815,270 △ 296,993,563

受取利息・配当金 41,674,554 32,256,966 28,424,004

教育活動外収入計 41,674,554 32,256,966 28,424,004

借入金等利息 1,007,755 527,725 316,635

教育活動外支出計 1,007,755 527,725 316,635

教育活動外収支差額 40,666,799 31,729,241 28,107,369

経常収支差額 △ 72,616,396 △ 117,086,029 △ 268,886,194

資産売却差額 0 0 14,649

その他の特別収入 141,132,843 935,990 635,777

特別収入計 141,132,843 935,990 650,426

資産 処分 差額 265,285 1,180 2

特別支出計 265,285 1,180 158,169

特別収支差額 140,867,558 934,810 492,257

68,251,162 △ 116,151,219 △ 268,393,937

△ 525,644,343 △ 130,034,902 △ 211,437,478

△ 457,393,181 △ 246,186,121 △ 479,831,415

△ 5,256,296,584 △ 5,713,689,765 △ 5,958,659,126

0 1,216,760 0

△ 5,713,689,765 △ 5,958,659,126 △ 6,438,490,541

2,631,677,244 2,365,799,284 2,257,622,998

2,563,426,082 2,481,950,503 2,526,016,935事業活動支出計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

事業活動収入計

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

（２) 事　業　活　動　収　支　計　算　書

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部
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　　　  （単位:円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:円）

資産の部 令和２年度 令和３年度 令和4年度

固定資産 16,751,386,991 16,507,697,779 16,464,166,653

  有形 固定 資産 10,941,288,067 10,697,598,855 10,654,767,729

  特  定  資  産 5,769,000,000 5,769,000,000 5,768,300,000

  その他の固定資産 41,098,924 41,098,924 41,098,924

流動資産 2,578,845,669 2,735,995,510 2,377,864,351

資産の部合計 19,330,232,660 19,243,693,289 18,842,031,004

負債の部

固定負債 463,548,737 452,217,092 435,005,595

流動負債 1,145,895,728 1,186,839,221 1,070,782,370

負債の部合計 1,609,444,465 1,639,056,313 1,505,787,965

純資産の部

基本金 23,434,477,960 23,563,296,102 23,774,733,580

　　第１号　基本金 23,058,477,960 23,187,296,102 23,398,733,580

　　第３号　基本金 210,000,000 210,000,000 210,000,000

　　第４号　基本金 166,000,000 166,000,000 166,000,000

繰越収支差額 △ 5,713,689,765 △ 5,958,659,126 △ 6,438,490,541

翌年度繰越収支差額 △ 5,713,689,765 △ 5,958,659,126 △ 6,438,490,541

純資産の部合計 17,720,788,195 17,604,636,976 17,336,243,039

負債及び純資産の部合計 19,330,232,660 19,243,693,289 18,842,031,004

　

(３) 貸　　借　　対　　照　　表
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